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本論文では 1 章に緒言， 7 章に結言が述べられている。
2 章では，新規な合成手法である気相輸送法により， ZSM-5，フェリエライト，アナルサイムなど様々のゼオライ
トの合成が，可能であることを見い出した。また， XRD , SEM，固体 NMR 測定により，ゼオライトの結晶化過程を
解明した。
3 章では，気相輸送法により，アルミナ支持体上に各種ゼオライト膜(フェリエライト (FER) ，アナルサイム
(AN A) , ZSM -5 (MFI) ，モルデナイト (MOR) )を合成した。級密なゼオライト膜の合成条件を探索し，ゲルの pH
が重要な因子であることを見い出した。 pH が12近傍の高 pH 領域でゲルを調製する必要があることを明らかにした。
1 ， 3 ， 5- トリイソプロピルベンゼン (TIPB) の透過試験により， FER 膜および MOR 膜が実質上，ピンホールのない膜
であることを確認した。
4 章では， XRD , SEM, FE-SEM , EDX によりゼオライト膜の形成過程を解明した。アルミナ支持体上のゲルが
結品化時に支持体の細孔内部に浸透し，ゼオライトーアルミナのコンポジット層を形成することを明らかにした。こ
のコンポジット層が級密層であるものと思われる。





6 章では FER 膜と MOR 膜の芳香族炭化水素のパーベーパレーションについて検討した。 FER 膜と MOR 膜のベ









第 2 章においては，気相輸送法により， ZSM-5，ブェリエライト，アナルサイムなどのゼオライト合成が可能で、あ
ること，およびその結晶化過程を XRD， SEM，国体 NMR 測定により明らかにした。
第 3 章において，アルミナ支持体上に気相輸送法により，ブェリエライト (FER) ，アナルサイム (ANR) ， ZSM 
5 (MFI) ，モルデナイト (MOR) を合成し，織密な膜の合成条件を探索した。その結果，ゲ、ルの PH が重要な因子で
あることを見いだし， pH が12近傍の高 pH 領域でゲルを調整する必要があることを明らかにした。また，得られた
FER および MOR 膜がピンホールの無い膜であることを1 ， 3 ， 5 トリイソプロピルベンゼン (TIPB) の透過試験により
確認した。
第 4 章では，ゼオライト膜の形成過程を XRD， SEM , FE-SEM , EDX により検討し，アルミナ支持体上のゲルが
結晶化時に支持体内部に浸透し，ゼオライトアルミナのコンポジット層を形成することを明らかにした。
第 5 章においては，ゼオライト膜内の拡散に対して細孔の中心付近を通る分子と壁付近を通る分子の並列拡散とす
るモデルを構築し， FER 膜および MOR 膜による無機ガス透過実験データを良く説明することを示した。
第 6 章では， FER 膜および MOR 膜を用いて芳香族炭化水素のパーべーパレーションを行なし」ベンゼンとパラキ
シレンの 1 . 1 混合物の分離係数は FER 膜の場合100 ， MOR 膜の場合160であった。細孔内での分子のすれ違いは困
難と考えられるので，ここに得られた高選択性は細孔入り口での形状選択性が発現したものと考えられ，ゼオライト
膜による芳香族炭化水素分離の可能性を示すものである。研究の背景・位置づけおよび結論は，それぞれ第 1 章およ
び第 7 章にまとめられている。
以上のように，本論文では広い応用範囲をもっ機能性材料としてのゼオライト膜の合成手法を開発して，合成機構
を明らかにすると共に優れた分離性能を持つ膜を実現している。また，その分離機構を説明する並列拡散モデルも提
出しており，各種ゼ、オライト膜の合成および応用に関する先駆的研究として位置づけられる。
博士(工学)の学位論文として価値があるものと認める。
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